
目
標
を
共
有
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
建
学

の
精
神
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
差
異
が
あ
る
大
学
間
の
連
携
を
推
進
す

る
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
事
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
を
メ
リ
ッ
ト
と
す
る
に
は
、
高
等
教
育
の
理
念
や
教
育
目
標
を
よ
り

一
層
明
確
に
し
、
大
学
間
で
確
認
・
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
連
携
は
た
ち
ま
ち
形
骸
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
〇
年
度
に
始
ま
っ
た
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
に
お
い
て
も
、

一
〇
年
間
の
長
期
的
展
望
が
要
求
さ
れ
た
。

二
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
の
中
で

日
本
の
若
者
に
「
生
き
る
力
」
が
乏
し
く
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
久

し
い
。
「
素
直
で
お
と
な
し
い
」
と
も
「
夢
が
な
く
活
力
が
な
い
」
と
も
指

摘
さ
れ
る
。
大
学
で
は
、
自
己
表
現
能
力
や
課
題
解
決
能
力
の
養
成
等
、

教
育
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
卒
業
し
て
も
人
生
が
定
ま
ら

な
い
ケ
ー
ス
が
間
々
見
ら
れ
、
企
業
で
の
新
人
研
修
の
負
担
や
、
早
期

転
職
、
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
等
、
社
会
的
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。

若
者
の
「
生
き
る
力
」
の
低
下
は
、
「
赤
信
号
み
ん
な
で
渡
れ
ば

怖
く
な
い
」
と
い
う
大
衆
迎
合
型
の
体
質
を
持
つ
日
本
で
特
に
顕
著

で
あ
る
。
長
年
、
学
生
と
接
触
し
て
感
じ
る
の
は
、
こ
の
問
題
は
、

大
人
社
会
が
考
え
る
以
上
に
、
若
者
の
大
き
な
潜
在
的
葛
藤
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
自
立
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
教
員
の
願
い

の
中
で
、
学
生
は
「
自
立
さ
せ
よ
」
と
い
う
奇
妙
な
不
満
が
あ
り
、

す
れ
違
い
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
証
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

や
就
職
活
動
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
人
と
の
出
会
い
」
に
よ
っ
て
、

見
事
に
大
人
に
脱
皮
し
て
い
く
好
例
も
、
時
折
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
日
本
人
の
体
質
」
と
「
若
者
の
葛
藤
」
に
注
目
す
る
と
、
学

生
の
「
生
き
る
力
」
の
低
下
は
、
一
部
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
学
大

衆
化
に
伴
う
学
生
の
本
来
的
能
力
の
低
下
で
は
な
く
、
大
衆
迎
合
型

の
体
質
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
、
学
生
の
自
律
（
自
立
や
人
生
設
計
）
の
遅
延
で
あ
る
と

分
析
で
き
る
。
こ
の
問
題
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
未
熟
な
若
者
に
と
っ
て
は
大
衆
迎
合

が
最
も
安
全
な
生
き
方
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
分
析
が
正
し
い
と
す
る
と
、
解
決
策
は
明
瞭
に
な
る
。
そ
れ

は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な
考
え
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
魅
力
を
学
生
に

示
す
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
代
社
会
は
、
優

れ
た
物
や
考
え
方
を
世
界
の
全
て
の
人
が
共
有
で
き
る
一
方
、
文
明

の
画
一
化
の
側
面
が
あ
り
、
固
有
の
風
土
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
多

様
な
文
化
や
文
明
が
抹
消
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、
世
界
の
隅
々

で
急

激
に
起
こ
っ
て
い
る
共

通
の
問
題
で
あ
る
。
「
グ
ロ
ー
カ

ル
」

と
は
一
般
に
「
地
球
規
模
の
視
点
か
ら
地
域
再
生
の
方
向
を
探
る
」
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一
は
じ
め
に

「
大
学
間
連
携
」
と
い
う
言

葉
が
最

初
に
登
場
し
た
の
は
、
昭
和
四

六
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
あ
る
。
こ
の
答
申
に
は
｢
高
等
教
育

機
関
の
間
で
連
携
組
織
を
作
り
、
履
修
単
位
の
相
互
承
認
を
行
う
｣こ

と
が
提
言
さ
れ
、
翌
年
に
は
単
位
互
換
が
制
度
化
さ
れ
た
。
以
来
、
様
々

な
形
態
の
大
学
間
連
携
が
登
場
し
た
。
鹿
児
島
大
学
も
、
九
州

地
区

国
立
大
学
合
同
合
宿
授
業
、
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
、
授
業
交
流

(単
位
互
換

)協
議
会
、
教
育
研

究
施
設
の
共

同
利

用
、
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
鹿
児
島
、
等
々
、
様
々
な
大
学
間
連
携
に
参
加
し
て
き
た
。

「
連
携
」
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

個
々
の
努
力
を
結

集
す
る
こ
と

で
、
教
育
・
研

究
の
質
を
高
め
、

結
果
的
に
そ
の
成

果
を
効

率
的
に
上

げ
る
こ
と
に
あ
る
。
連
携
に
は
目
標
の
共
有
と
、

協
力
・

協
調
が
不

可

欠
で
あ
る
が
、

従
来
、
高
等
教
育
機
関
の
教
員
は
自
己
の
教
育
・
研

究
に
精
力
を
注
ぎ
、
連
携
に
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
か
っ
た
。

近
年
、
研

究
の
分

野
で
は
シ
ス
テ
ム
的
な
発
想
が
不

可
欠
と
な
り
連
携
に
違
和
感

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
教
育
の
分

野
で
は
、
未
だ
困
難
を
抱
え

て
い
る
。
そ
れ
は
、

総
合
大
学
の
教
養
教
育
の
変

遷
に
よ
く
現
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
教
養
教
育
は
、

志
す
専

門
分

野
に
か
か

わ
ら
ず
全
て
の
学
生
に
必
要
な
最
高
学

府
の
良

識
が
結

集
す
る
学

内
連

携
で
あ
る
。
戦

後
、
教
養
教
育
が
低

迷
し
、
教
養
部
改
組

後
、
さ
ら

に
そ
れ
が
顕
在
化
し
た
理

由
は
、

全
学
の
コ
ア
教
育
と
し
て
の
理
念
や
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●
事
例
紹
介

●

鹿
児
島
県
の
戦
略
的
大
学
間
連
携
事
業

～
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
お
け
る
地
域
高
等
教
育
～

根
ね

建 だ
ち

心 む
ね

具 と
も

（
鹿
児
島
大
学
教
授
・
学
長
補
佐
）



四
大
学
連
携
の
基
盤
整
備

鹿
児
島
県
内
の
大
学
等
は
地
理
的
に
分
散
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が

連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
て
「
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
す
る
た
め
に
、
重
要
な
基
盤
整
備
は
情
報
の
共
有
と
ス
ム
ー
ズ
な

情
報
交
換
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
二
つ
の

基
盤
を
整
備
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
全
大
学
へ
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
の
導
入
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
会
議
の
み
な
ら
ず
遠
隔
授
業
等
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
二
つ
目
は
Ｌ
Ｍ
Ｓ
で
あ

る
M
o
o
d
leの
導
入
と
M
o
o
d
leネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
あ
る
。

「
M
o
o
d
le」
は
、
共
同
学
習
活
動
や
人
的
交
流
に
基
づ
い
た
フ

リ
ー
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
。
図
２
に
示
し
た

よ
う
に
、
M
o
o
d
leの
特
徴
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
幅
広
く
提
供
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

近
年
、
鹿
児
島
大
学
が
開
発
し
た
M
o
o
d
le用
携
帯
電
話
モ
ジ
ュ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
こ
れ
に
、

各
大
学
で
学
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
拡
充
お
よ
び
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
購

入
の
推
奨
で
、
学
生
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
活
用
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
飛
躍
さ
せ
る
。
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図１ 大学等の連携による地域のリーダー養成計画

の
意
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
「
全
体
の
た

め
の
個
の
尊
厳
」
の
概
念
を
付
与
す
れ
ば
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な
発

想
こ
そ
、
現
在
の
教
育
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昨
今
、
大
学
の
個
性
化
や
差
別
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
グ

ロ
ー
カ
ル
な
発
想
で
は
「
知
的
基
盤
社
会
の
中
で
個
々
の
大
学
の
発
展

を
探
る
」
こ
と
に
な
る
。
大
学
人
こ
そ
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時

代
に
あ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
学
の
個
性

化
・
差
別
化
は
「
孤
立
」
か
ら
は
生
ま
れ
ず
、
連
携
し
て
各
々
の
価
値

を
持
ち
寄
り
、
相
互
作
用
す
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
深
化
す
る
。

こ
の
「
競
争
的
切
磋
琢
磨
」
の
相
乗
効
果
は
、
地
域
連
携
で
も
同

様
で
あ
る
。
地
域
の
活
性
化
と
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
激
し
い
競
争

関
係
の
中
で
の
、
地
域
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
に
他
な
ら
な
い
。
大
学

や
社
会

自
身
が
様
々
な
ス
ケ
ー
ル
で
そ
れ
を
具
現
化
し
、
そ
の
情

熱
と

成
果
を
学
生
に
示
す
こ
と
が
現
代
の
緊
急
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
鹿
児
島
の
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業

平
成
二
〇
年
度
大
学
改
革
推
進
事
業
で
採
択
さ
れ
た
取
組
は
「
鹿

児
島
は
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
―
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
大

学
連
携
と
総
合
教
育
の
構
築
―
」
で
あ
る
。

鹿
児
島
県
内
の
す
べ
て
の
大
学
等
（
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
）
が
連
携
し
、
自
治
体
や
経
済
団
体
等
と
も
協
力
し
て
、
鹿

児
島
を
「
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
捉
え
る
。
各
大
学
等
は
、
各
々

の
個
性
と
特
徴
を
知
的
資
源
と
し
て
提
供
し
あ
い
、
総
合
的
な
教
養

教
育
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
育
を
学
生
に
提
供
す
る
。
全
て
の
学
生

は
、
大
学
等
の
壁
を
越
え
て
交
流
し
、
競
争
的
に
刺
激
し
あ
っ
て
、

鹿
児
島
を
知
り
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な

視
点
を

獲
得
し
て
い
く
。
学

生
の
活
力
を
引
き
出
し
、
自
律
を
早
め
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
時
代
に
地
域
貢
献
に
情
熱
を
持
っ
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
。
こ
れ
が
、
本
取
組
の
目
的
で
あ
る
。

本
取
組
の
全
体
像
を
図
１
に
示
し
た
。
対
象
は
基
本
的
に
は
大
学

生
で
あ
る
が
、
図
に
あ
る
よ
う
に
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
も
含

ん
で
い
る
。
取
り
組
み
の
柱
は
三
本
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
事
業
の
目

的
に
添
っ
て
「
グ
ロ
ー
カ
ル
教
養
教
育
」
を
す
べ
て
の
大
学
等
に
提

供
す
る
。
鹿
児
島
と
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
大
学
生
・
短
大

生
・
高
専
生
を
集
め
て
共
同
合
宿
の
中
で
実
践
的
に
学
ぶ
。
二
つ
目

は
、
こ
れ
ら
の
大
学
等
連
携
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
広
く

普
及
し
て
い
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
M
o
o
d
leを

使
っ
た
「
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
様
々
な
形
態
で
の

大
学
等
連
携
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
目
は
、

個
性
を
活
か
し
た
教
育
を
共
有
し
、
一
貫
し
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
。
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シ
ョ
ン
の
中
で
の
鹿
児
島
の
個
性
化
・
活
性
化
を
考
え
る
力
を
養
成

す
る
こ
と
に
あ
る
。
学
生
は
、
午
前
中
講
義
を
聞
い
た
後
、
午
後
は

グ
ル
ー
プ
で
学
習
す
る
。
さ
ら
に
、
夜
間
は
、
総
合
討
論
で
競
争
的

に
切
磋
琢
磨
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

こ
の
合
宿
授
業
に
引
き
続
い
て
、「
か
ご
し
ま
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー

ル
」
を
行
う
。
各
大
学
等
の
学
生
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
直
し
て
小
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
鹿
児
島
の
現
場
を
体
験
・
体
感
さ
せ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
体

験
教
育
で
あ
る
。
携
帯
電
話
等
に
よ
る
双
方
向
教
育
を
導
入
し
た
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
遠
隔
指
導
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
、
地

域
と
大
学
等
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
当
た
る
。

以
上
の
教
育
の
修
了
生
に
は
「
教
養
か
ご
し
ま
大
使
」
の
称
号
を

授
与
す
る
。
教
養
か
ご
し
ま
大
使
は
、
所
属
大
学
等
に
帰
っ
て
、
そ

の
成
果
を
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
も

高
校
生
に
鹿
児
島
の
魅
力
を
伝
え
る
。

（
二
）
高
等
教
育
の
連
携

平
成
一
三
年
度
に
開
講
し
た
大
学
連
携
単
位
互
換
科
目
の
受
講
者

は
、
残
念
な
が
ら
受
講
者
が
非
常
に
少
な
い
。
原
因
は
、
各
大
学
等

が
地
理
的
に
離
れ
、
定
め
ら
れ
た
授
業
時
間
割
の
中
で
、
別
の
大
学

等
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
か

ら
は
夏
季
集
中
講
義
と
し
て
「
鹿
児
島
県
コ
ー
デ
イ
ネ
イ
ト
科
目
」
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図３ グローカル教養教育のプロセス

五
様
々
な
教
育
連
携
と
そ
の
強
化

（
一
）
グ
ロ
ー
カ
ル
教
養
教
育

本
取
組
で
は
、
ま
ず
初
年
次
学
生
に
三
段
階
の
グ
ロ
ー
カ
ル
教
養

教
育
を
提
供
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
図
３
に
示
し
た
。

「
か
ご
し
ま
カ
レ
ッ
ジ
教
育
」
で
は
、
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

を
行
う
。
こ
こ
で
は
大
学
等
が
連
携
し
、
全
県
同
一
の
目
標
と
方
法

で
、
論
理
的
思
考
力
や
自
己
表
現
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
。
新
た
に
雇
用
し
た
特
任
教
員
の
協
力
を
得
て
学
生
を
指

導
す
る
。
授
業
提
供
だ
け
で
な
く
、
鹿
児
島
の
す
べ
て
の
学
生
が
恒

久
的
に
使
用
で
き
る
教
材
を
作
成
す
る
。
受
講
者
の
う
ち
学
ぶ
意
欲

の
高
い
学
生
は
、
次
の
グ
ロ
ー
カ
ル
教
養
教
育
へ
進
む
。

八
月
に
は
、
共
同
合
宿
授
業
で
「
か
ご
し
ま
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
提
供
す
る
。
こ
こ
で
は
、
参
加
学
生
（
大
学
生
・
短
大
生
・
高
専

生
）
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
、
一
ク
ラ
ス
六
〇
人
程
度
の
ク
ラ
ス
を
編

成
す
る
。
各
大
学
等
の
伝

統
と

実
績
を
活
か
し
て
開
発
し
て
き
た

「
薩

摩
学
」
「

W
E

L
O
V
E
鹿
児
島
」
「

隼
人
学
」
「
鹿
児
島

探
訪
」

「
鹿
児
島
学
」
等
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を

持
ち

寄
り
、
学
生
の

身
近
に
あ

る
鹿
児
島
を
素
材
に
、
文
・
理
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
を
行
う
。
そ
の
教
育
目
標
は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
の
養
成
」

で
あ
り
、
鹿
児
島
の
本
質
と
問
題
点
を
理
解
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
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図２ Moodleを使ったＩＣＴ教育ネットワーク



内
の
大
学
等
が
合
同
で
開
催
し
、
長
年
に
わ
た
る
小
規
模
大
学
の
願

望
で
あ
っ
た
、
大
学
等
側
及
び
高
校
側
の
経
費
の
節
減
を
図
る
。

（
五
）
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
活
動

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
日
常
化
さ
れ
大
学
等
連
携
に
導
入
さ
れ
る
と
、
新

鮮
な
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
活
動
が
期
待
で
き
る
。
伝
統
や
教
育
課
程
が
異
な
る

各
大
学
等
の
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧
や
授
業
参
観
は
、
お
互
い
に
新

鮮
に
受
け
止
め
ら
れ
る
情
報
は
多
い
。
休
学
者
・
退
学
者
・
留
年
者
を

減
少
さ
せ
る
た
め
の
討
論
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
同
開
催
も
成
果
が
期

待
で
き
る
。
Ｆ
Ｄ
活
動
は
、
高
等
学
校
の
教
員
と
も
連
携
し
て
行
う
。

（
六
）
地
域
が
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

自
治
体
と
の
連
携
で
全
て
の
大
学
等
で
図
書
館
情
報
を
共
有
で
き
る

体
制
は
平
成
二
二
年
度
に
完
成
す
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
普
及

さ
れ
た
段
階
で
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
や
す
い
研
究
者
と
学
生
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
す
る
。
研
究
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
大
学
間
共
同
研
究
を
は

じ
め
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ
る
産
官
学
共
同
研
究
や
技
術
移
転

事
業
の
受
入
れ
窓
口
の
一
本
化
を
可
能
と
し
、
そ
の
効
率
的
な
促
進
に

つ
な
げ
る
。
地
域
産
業
の
活
性
化
は
学
生
の
地
元
就
職
率
の
向
上
と

大
学
進
学
率
の
向
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。
学
生
活
動
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
学
生
間
の
情
報
交
換
と
活
動
の
動
機
付
け
に
効
果
的
で
あ
る
。

以
上
の
活
動
が
「
鹿
児
島
は
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
構
想
で
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
体
制
が
整
う
。
こ
れ
を
、
知
の
拠
点
の
モ

デ
ル
と
し
て
、
全
国
に
提
示
す
る
。

六
お
わ
り
に

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
は
、
高
等
教
育
に
も
押
し
寄
せ
、

現
在
、
大
学
等
は
サ
バ
イ
バ
ル
競
争
の
渦
中
に
あ
る
。
呉
越
同
舟
は

あ
り
え
ず
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
社
会
的
評
価
が
出
た
途
端
、
大
学
等
の

将
来
が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
本
取
組
で
は
、
強
い
絆
の
大

学
等
連
携
を
行
う
。
な
ぜ
な
ら
、
｢グ
ロ
ー
カ
ル
｣な

視
点
こ
そ
が
、

現
代
の
若
者
に
は
絶
対
的
に
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
鹿
児
島
県
内
の
大
学
等
連
携
の
実

績
に
基
づ
い
た
、
発
展
的
な
考
え
の
帰
着
で
あ
る
。

本
取
組
の
最
終
目
標
は
、
鹿
児
島
の
「
知
の
拠
点
」
の
創
出
で
あ

る
。
｢グ
ロ
ー
カ
ル
｣な

視
点
の
養
成
体
制
構
築
に
は
時
間
が
か
か
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
持
続
・
発
展
可
能

な
企
画
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
年
間
で
、
大
学
連
携
の
基
盤

を
整
備
す
る
。
最
近
、
鹿
児
島
県
で
「
大
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

鹿
児
島
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
い
よ
い
よ
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

波
へ
地
域
高
等
教
育
は
発
進
す
る
。
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を
開
講
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
充
分
と

は
言
え
な
い
。
一
方
、
大
学
等
連
携
に
よ
る
留
学
生
交
流
活
動
で
は
、

毎
年
、
数
百
人
が
参
加
す
る
。
開
催
時
期
に
加
え
て
、
教
育
目
的
が

明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
情
報
伝
達
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ

と
が
成
功
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
本
取
組
で
は

「
教
育
目
標
の

明
確
化
」
「
情
報

周
知
と
利

便
性
」
「
学

習
環

境
」
の

改
善
を
追
及
す
る
。

学
生
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
授
業
の
ひ
と
つ
は
免
許
・
資
格
取
得

の
た
め
の
授
業
で
あ
り
、
そ
の
開
放
を
進
め
る
。

鹿
児
島

県
は
、

歴
史
的
に
国

際
交

流
に
力
を
注
い
で
き
た
。

従
来

の
活
動
に
加
え
て
、
多

言
語
多

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
等
連
携
で
開

講
し
、
留
学
生
を
講

師
と
し
て
ア
ジ
ア
の
言

語
を
は
じ
め
留
学
生
の
母

国
語
や
文
化
を
紹
介
す
る
。
一
大
学
で
の
受
講
希
望
者
は
少
な
い
が
、

す
べ
て
の
大
学
等
の
学
生
や
高
校
生
、
社
会

人
を
受

講
対

象
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
と
ま
っ
た
受

講
者
の
授
業
を
実
現
さ
せ
る
。
教
育
経

験

の
あ
る
留
学
生
に
協

力
し
て
も
ら
う
が
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
教
員
の

指
導
に
よ
り
、
留
学
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

さ
ら
に
、
実
験
装
置
の
共
同
利
用
は
学
生
の
み
な
ら
ず
教
員
に
と
っ

て
魅
力
的
な
連
携
で
あ
る
。
特
に
、
小
規
模
大
学
に
は
実
験
装
置
は

充
分
で
な
く
、
各
大
学
等
の
学
内
共
同
利
用
実
験
装
置
を
連
携
大
学

等
間
の
共
同
利
用
装
置
と
位
置
づ
け
、
使
用
料
金
を
同
一
に
す
る
。

（
三
）
生
涯
学
習

従
来
、
各
大
学
等
や
自
治
体
が
独
自
に
開

講
し
て
い
た
公
開

講
座

や
市

民
講

座
の
情
報
を
一
本
化
し
て
発

信
し
、

市
民
が
注
目
・
参

加

し
や
す
い
環

境
を
整

備
す
る
。
さ
ら
に
、
自
治
体
等
の
協

力
に
よ
り
、

児
童
や
生

徒
数
の
少
な
く
な
っ
た
学
校
の
教

室
や
公

民
館
等
を
サ
テ
ラ

イ
ト
教

室
と
し
て
使
用
す
る
。

過
疎
化
し
た
地
域
に
明
る
さ
を
取
り
戻

し
、
地
域
の
魅
力
の
見
直
し
の
機
会
と
し
、
地
域
文
化
の
拠
点
と
す
る
。

（
四
）
高
大
連
携

現
在
の
出
張
授
業
を
、
高
校
生
の
大
学
進
学
意
欲
の
高
揚
だ
け
で

は
な
く
、
よ
り
広
く
、
学
び
の
喜
び
を
味
わ
う
観
点
か
ら
検
討
を
加

え
て
、
そ
の
教
育
目
標
の
点
検
・
向
上
を
図
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
各
々
の
大
学
等
が
独
自
に
行
っ

て
き
た
。
大
学
等
連
携
に
よ
る
開
催

通
知
の
一
本
化
は
、
開
催
日
程

の
大
学
側
の
調
整
を
容

易
に
し
、

遠
来
の
高
校
生
が
計

画
的
に
複

数

校
に
参

加
で
き
る
便

宜
と
な
る
。
ま
た
、
各
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
各
大
学
等
の
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、
会

場
以

外
の
他
大
学
等
の
紹

介
も
可
能
と
す
る
。
さ
ら
に
、
高
校
生
の
関

心
に
応
じ
て
臨
機

応
変

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
で
他
の
大
学
等
に
直
送
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
大
学
等
の
ア
ピ
ー
ル
力
を
増
強
す
る
。

さ
ら
に
、
鹿
児
島
県
大
学
・
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
、
県
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